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創価大学図書館では電子ブックの利用も可能です。
今回のほっToshokanでは「Maruzen eBook Library」と
「KinoDen」の２つをご紹介します。
それぞれに特徴がありますので、有効にご活用くださいね。
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電子ブックとは、一般的にWeb上で表示可能な電子冊子のことを指します。
また音声や動画などのコンテンツを再生することも可能です。

電子ブックだと本では
貸出中の図書も閲覧可能
なのがメリットです。
また音声映像など一部の
資料では視聴できるのも
嬉しいですね！

電子ブックとは？

と参照URLが表示されるのが特徴です。

電子ブックは図書検索画面の結果で上記
のように表示されます。検索画面には
電子ブックのマーク

スマートフォン・タブレット端末等で利用する場合は、
学内Wi-Fiに繋げてご利用ください。学外からは
VPN接続を行うことで、自宅などからも利用が可能です。

URLをクリックすると、自動で電子ブック
のウェブページが開きます。電子ブックは
一度に利用できる人数に制限があるものも
あります。

電子ブックって何だろう？
と疑問に感じていたけれど、
他の図書と同じように利用が
できるのですね。

電子ブック



Maruzen eBook Library

閲覧ボタンをクリックする
と紙面ビュアーが開きます。

Maruzen eBook Libraryは学術研究機関の
ための専門書や教養書、学術雑誌を取り揃えて
いるのが特徴の電子ブックサービスです。

エクスポートとは…

このeBookの書誌情報を、
文献管理ソフトなどへ
取り込むことが出来る
機能のことです。

共有とは…

このタイトルの詳細情報を
共有することができます。
書名、URLをコピーして、
ご利用ください。

電子ブックを終了する際は
必ず「閲覧終了」を
してください。

電子ブックには様々な便利機能が
付いてきます。上手に活用して、
学習やレポート作成などにお役立て
くださいね。

出版年で絞り込
み検索する事が
出来ます。

検索した結果、表示される情報
を五十音や、購入年度、よく
見られている等で降順・昇順に
並べ替えることも可能です。

検索時にチェックボックスに☑を
入れることで、検索の方法や、
閲覧したいコンテンツを選択する
ことができます。

まずは使ってみましょう。
操作方法や機能が分からないとき
はお気軽に図書館スタッフまで
お尋ねくださいね。

※ログアウトを忘れて
しまうと、次の方が電子
ブックの閲覧ができなく
なる場合があります。
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KinoDen（キノデン）
電子ブック(KinoDen)で、就活本である
「マイナビ2025就活BOOK16冊セット」が
閲覧可能になりました！
各電子ブックともに同時３アクセスまで
閲覧可能です。ぜひご活用ください。

ここのURLをクリックすると、
リンク先のページに接続できます。

一時に閲覧することが
可能な人数です。
この場合は3人まで
同時に閲覧することができ
ます。

☞こちらのQRコードを読み込
むと、上記の内容を詳しく紹介
している図書館ウェブページに
移動します。

こちらをクリックすると電子
ブックの閲覧画面が開きます。

ここをクリックすると、メニュー画面が
開きます。

電子ブックの中には決められた
ページ数だけダウンロードや
印刷が可能な資料があります。
ダウンロードや印刷を利用する
際には部数を守って利用しま
しょう。

KinoDen（キノデン）は、
紀伊國屋書店が提供する
学術和書電子図書館サービスです。
読みやすいビューア、未購入タイトル
も含めた全文検索や、ほぼ全点を
試し読み可能です。


